




































































































































































































































知の方が先に行われていれば d＞ 0となるように計算した結果， d＞ 0となる通知が1076件，



















　図 9を見ると授業の 1日前以上 2日前未満の通知が最も多く，次いで 2日以上 3日未満，お
よび10日以上11日未満にピークがある．授業まであと 1週間（ 7日）以内のタイミングで休講
が通知されるものが多い傾向にあることが見てとれる．また，授業より 4週間以上前に休講が
通知されている授業が数件ではあるが存在している．これらは前期期間中に後期授業の休講が
申請されたり，年明けの授業の休講が年末に申請されたりしているためである．
3 ．改　善
　この休講情報通知機構は， 1年間の運用を経ていくつかの改良が施されている．この節では
そのうち主なものを説明する．
　まず，この機構ではWWWページに掲載された休講情報から抽出した（曜日，講時，授業名，
担当教員名）の 4項組を授業テーブルの各レコードと文字列比較することで該当する授業を突
き止めている．そのため，旧字体や異字体を用いた教員名の表記の揺らぎや，外国人教員名の
拗音や長音記号，片仮名表記かアルファベット表記かなどの揺らぎを吸収することが求められ，
そのように改善した．これまでに対応した例を表 3に示す．これは（宮下（2012））にも述べ
た通りだが，事前にすべてのパターンを網羅することは不可能なので，事態が発生する度に例
図 8　授業開始前の休講通知件数（24時間以内）
図 9　授業開始前の休講通知件数（ 1日以上）
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外処理を追加する以外によい手法が見つかっていない．
　これらの揺らぎの原因は，休講情報の登録方法にあると思われる．これはPHPを利用した
WWWページで実現されており，授業名や教員名等は人間がキーボードから入力することに
なっている．そのため，上記の揺らぎだけでなく入力の誤り（誤字や教員名の誤り）も数回生
じている．これを改善して，例えば授業名や教員名をメニューから選択することにすればよい
のではないかと考えている．単にメニューを作成するのでは膨大な数の選択肢から授業等を選
ぶことになり入力の効率が落ちるが，これは先に曜日と講時を選択することによって授業名の
候補をその時間に開講されている授業に絞ることができるし，その後で教員名を入力すること
にすればその際の候補は多くても数件にできるはずである．休講情報の登録システムは今回の
テーマの範囲から外れるが，時間を作ってぜひ改善したWWWページを提案したいと考えてい
る．
　次に，ある授業の実習場所が学内であることを授業名で伝える慣習に対応する必要があった．
これは授業名の末尾に「（学内）」という文字列を追加することが伝統的に行われていたもので
ある．このような情報は授業名ではなく備考欄に追記するのが広く認知された方法と考えるが，
この休講情報通知機構の作成方針が既存の業務フローを一切変更しないことであることを鑑み
れば，このような慣習にもプログラムの改良で対応する必要がある．教務課に問い合わせたと
ころ授業名に追加される文字列は「（学内）」のみであるとのことだったので，授業名の末尾が
「（学内）」である場合にはこれを省略して授業を探すように改良した．
　さらに，週に 2回開講されている授業があることが運用中に判明した．このような授業は，
週 2回ある授業のうちどちらか片方だけが授業テーブルに記載されている4）ため，そこに載っ
ていない方の授業が休講になると授業名と担当教員名はマッチするが曜日と講時がマッチしな
いため正しく処理されない．この問題は，教務課から週 2回開講科目の一覧を入手して科目
4）すなわち，KWIINS CLASSもこのような開講形態の科目に完全には対応していないと思われる．
表 3　教員名の表記の揺らぎ
休講情報ページ 授業テーブル
齋
高
恵
崎
ディ
Schauwecker Detlef
齊
髙
惠
﨑
デイ
D.シャウヴェッカー
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テーブルと同一フォーマットのファイルとして保存し，通常の科目テーブルにマッチする科目
がない場合にそのファイルを調べることで対処した．
　最後に，2013年10月に施した最新の改善は，科目テーブルに同一のエントリが複数存在する
（重複している）ことに対応したものである．科目テーブルは毎朝KWIINS CLASSからコピー
しているので，その段階で科目エントリが増えることは考えられないため，元のデータベース
から重複していることが考えられる．これは数件のエントリについてまったく同一のものが複
数存在しているだけなので，授業名や教員名から該当する授業番号を探索した結果同一の授業
番号が複数存在した場合，これを 1つにまとめるという処理を追加している．この処理を追加
する以前は，同一の休講情報を通知するメールが同一の学生に複数送られるという事態が発生
していた．
Ⅳ．おわりに
　本論文では，京都女子大学において著者が構築した休講情報通知機構を2012年10月より約 1
年間運用したことおよびその運用によって得られた知見や改善点について述べた．
　今後の課題として，まだ実装できていない改良について考えている．例えば，図 9で示した
ように実際の授業開始より遙か以前に休講通知がなされることがしばしばあり，そういう場合
は実際の授業の直前（例えば前日）に再度通知を実施した方がよいのではないだろうか．その
ためには，現在動作しているスクリプトを改良するよりも休講情報を再通知するためのスクリ
プトを独立に開発して動作させる方が，開発期間の短縮とプログラムの単純化につながると予
想している．
　また，今後は正式な運用を開始したいと考えている．しかしその際にも「正確な情報が保証
されないこと」や免責事項について事前に学生の了解を得ることを徹底したい．これは学内
ネットワークサービスすべてについても言えることである．学内ネットワークの障害やサービ
スの遅延・中断については，たとえ利用者が不利益を被っても大学はその責を負わないことが
京都女子大学・京都女子大学短期大学部総合情報ネットワークシステム管理・運用規程に明記
されており，すべての利用者はこの規定を遵守することを承諾して利用している．しかしこれ
すら利用者が明確に意識しているとは言い難いので，例えば毎年度当初，学生にアカウントを
渡す際にまとめて承諾を得たり，ネットワークサービスの利用開始時に承諾を得たりする方法
について具体的に考える必要がある．このようなことについて，学内ネットワークの所管部署
である総務部情報システムセンターと協議しながら今後の方針をまとめようとしている．
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